







― Some Considerations of the Struggle for Rights of Commons of the SIBOKUSA-COMMUNITY 
















































































































































































ぎのように決定した。山林反別 18 万 2 千 8 百 38
町 5 反 2 畝 1 歩（入山可差許分）外反別 3 万 3 千

















































































































































































闘争の第一期（昭和 30 年～ 35 年）。「忍草部落
の入会権回復闘争は、昭和 30 年 6 月に始められ
























































闘争の第二期（昭和 36 年～ 45 年）。この時期











求 し た が、 最 終 段 階 で 交 渉 は 決 裂 し た。 





























































































































































































1968 年　 昭和四十三年。 忍草区民三十一人が
「舊忍草入会組合」を結成。反・天野重
知の動きが具体化する。
1969 年　 昭和四十四年。 北富士演習場林野関係
者協議会が解散、山梨県主導の北富士
演習場対策協議会（県演対協）結成。
1973 年　 昭和四十八年。 北富士演習場が米軍演
習場から自衛隊演習場に使用転換。
1974 年　 昭和四十九年。 忍草入会組合から脱退・
除名組が忍草第二入会組合を結成。




1978 年　 昭和五十三年。 返還国有地吉田恩賜林
組合が植林。忍草は反対闘争。
1984 年　 昭和五十九年。 道路公団、東富士五湖
道路起工式。
1985 年　 昭和六十一年。 桧丸尾入会組合小屋撤
去をめぐり、忍草と機動隊と対決。
1989 年　 平成一年。 桧丸尾入会の森キャンプ場
開設。
1995 年　 平成七年。 沖縄県連一○四号線越え実
弾射撃訓練の廃止で、北富士演習場な
どへの分散決まる。
1997 年　 平成九年。 米海兵隊の北富士での実弾
演習場開始。以後，毎年実施。
1998 年　 平成一○年。 忍草入会第二組合（反天
野派）が、桧丸尾を立木交換で吉田恩
賜林組合に売る。

















































































































































































































































































地主会が発足した（71 年 12 月 9 日）」（安藤登志
子、同上、143 ～ 144）。「さて、米軍北富士演習




































































































































































後から大正 7, 8 年の前世界大戦終了時期まで）、
第三期出稼ぎ期（大正 9 年頃から昭和農業恐慌昭




















































































忍草部落出身の 13 人の村長中、昭和 7 年の一例
をのぞけば、すべて舊家のひとびとであり、忍草
部落の区長も、明治 22 年以降今日にいたるまで























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―」（防衛研究所紀要第 12 巻第 2・3 号合併号、
2010 年 3 月）がある。






















































































長選で、組合議員 15 人による投票の結果、8 対 7
の 1 票さで組合長に選ばれた。渡辺に投票した 8
人は、入院中の一人を除いてすでに贈収賄容疑で















































































桧丸尾の立ち木処理問題。1 市 2 町などで確認し









































流会した 6 月 1 日から 8 日で百日目。組合長（天
野惣吉元同組合助役）は選出されたものの、両者
の不信感は一層深まり、今後の運営にしこりをの
























に着手したのは 88 年。｢ 市立病院問題審議会」
が 90 年に移転新築、病床 3 百床規模などの内容
を盛り込んで新築移転を答申した。市では庁内に
プロジェクトチームを発足させ、移転場所を検






















































4 月 13 日）。





















































































































































































































（農学）第 15 巻第 3 号、2008 年
楜澤能生「書評」田山輝明『米軍基地と市民法』（一粒
社）、早法 60 巻第 1 号、1984 年
小山高司「北富士演習場をめぐる動き―その設置から
使用転換の実現まで―」（防衛研究所紀要第 12 巻












巻第 4 号、2009 年
中田薫「明治初年の入会権」（（『法制史論集』第 2 巻、
岩波書店、1938 年
奈良正路『入会権論』農文協『昭和前期農政経済名著
集、21、1981 年
西川善助「島崎藤村『夜明け前』における木曾山林事
件の虚実―林業経済史の立場から―」（専修大学
社会科学年報第 40 号、
長谷川如是閑「孔子と老子」『長谷川如是閑評論集』岩
波書店 1989 年
長谷川如是閑『老子』大成出版、1935 年
富士吉田市文化財審議会編『富士山麓の入会―富士吉
田の文化財（その 23）―』富士吉田市教育委員会、
1985 年
古島敏雄編『山村の構造』御茶ノ水書房、1952 年
北条浩『村と入会の百年―山梨県村民の入会闘争史―』
御茶ノ水書房、1978 年
斑目俊一郎『北富士演習場と天野重知の夢―入会権を
めぐる忍草の闘い―』彩流社、2005 年
森三樹三郎『老子・荘子』講談社 1994 年
渡辺洋三「財産区の沿革と問題点」渡辺洋三編著『入
会と財産区』、勁草書房、1974 年
注記
　本論は内藤が長年意識して来たテーマであり、同時
にコミュニティにかかわる内藤と佐久間の共同作業か
ら導かれたテーマでもある。なお、本論は、1－（1）北
条浩『村と入会の百年―山梨県村民の入会闘争史―』、
1－（2）田山輝明『米軍基地と市民法』、1－（4）忍草村
の歴史と構造―古島敏雄編『山村の構造』、2．忍草入
会闘争の変容・民法六○四条―闘争継続の背景―、3．
国家とコミュニティ－まとめに代えて―を主として内
藤が執筆し、1－（3）忍草母の会事務局『北富士入会
の闘い―忍草母の会の 42 年―』・安藤登志子『草こそ
いのち―續・北富士の女たち―』・斑目俊一郎『北富士
演習場と天野重知―入会権をめぐる忍草の闘い―』を
主として佐久間が執筆した。その後相互に全体につい
て検討し、最後に内藤が文章の統一を行なった。

